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Ｊ
Ａ
で
は
毎
月
、
本
店
、
行
田

中
央
支
店
、
加
須
中
央
支
店
と
会

場
を
移
し
て
土
地
・
建
物
や
税
務
・

法
律
に
関
す
る
無
料
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

幅
広
い
内
容
の
相
談
に
応
じ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ご
相
談
の
あ
る
方

は
事
前
の
予
約
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

〈
日
時
〉　

６
月
１
日
㈪

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
よ
り

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
加
須
中
央
支
店

〈
ご
予
約
窓
口
〉

　
Ｊ
Ａ
本
店
経
済
部
資
産
管
理
課

（
☎
０
４
８

－

５
６
３

－

３
０
０
０
）

ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ

理
事
会
か
ら

総
代
会
の
日
程

４
月
28
日
の
主
な
議
案

①
行
政
庁
検
査
指
摘
事
項
に
対
す

る
取
組
状
況
に
つ
い
て

②
退
任
理
事
へ
の
慰
労
金
支
給
に

つ
い
て

③
目
的
積
立
金
の
取
り
崩
し
に
つ

い
て

④
第
24
回
通
常
総
代
会
提
出
議
案

に
つ
い
て

⑤
第
24
回
通
常
総
代
会
の
開
催
要

領
に
つ
い
て

⑥
議
決
権
行
使
書
面
に
つ
い
て

⑦
令
和
２
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
つ

い
て

⑧
貸
出
金
利
基
準
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

⑨
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
整
備
計
画

に
基
づ
く
行
田
カ
ン
ト
リ
ー
エ

◎
総
代
会

〈
日
時
〉　

６
月
10
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

〈
場
所
〉　
Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
本
店

　
　
　
　

３
階
大
会
議
室

税
務
法
律
相
談

６
月
１
日
に
加
須
で
開
催

レ
ベ
ー
タ
ー
工
事
契
約
の
承
認

（
追
認
）に
つ
い
て

⑩
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
・

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
等
整
備
計
画

に
基
づ
く
工
事
契
約
の
締
結
に

つ
い
て

⑪
令
和
２
年
産
米
穀
の
出
荷
契
約

書
に
つ
い
て

⑫
平
成
30
年
産
米
穀
共
同
計
算
の

本
精
算
に
つ
い
て

⑬
不
良
債
権
処
理
方
針
に
つ
い
て

６月号休刊
のお知らせ

新型コロナウイルス感染拡大
防止のため、当面の間取材活動
を控え、弊誌「ほくさい」６月
号を一時休刊といたします。
７月号より発行を再開する見

込みですが、状況次第では再開
時期をさらに延期させていただ
く場合もございます。
組合員や地域の皆さまにはご

不便をおかけいたしますが、何
卒ご理解いただけますようお願
い申し上げます。
なお、その間のお知らせ等は

随時ホームページ上に掲載いた
します。

新型コロナウイルス感
染拡大を防止するため、
７月に予定しておりまし
たゴルフ大会を中止いた
します。

年金友の会ゴルフ大会

中止のお知らせ
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【仕　　事】　ＪＡ事業総合業務（信用・共済・営農・経済他）
【募集人数】　５名程度
【応募資格】　来春卒業見込者（専門・短大・大学）及び既卒者（高卒以上） ※要普通免許
【給　　与】　月給
　　　　　　大学卒：177,000円～＋各種手当
　　　　　　専門・短大卒：164,880円～＋各種手当
　　　　　　高卒：154,000円～＋各種手当

【就業時間】　午前８時30分～午後５時00分（残業有り）
　　　　　　（通常勤務の他にフレックスタイム勤務制度、変形労働時間制度等の適用有り）

【休日・休暇】　土曜・日曜・祝日・年末年始・有給休暇・その他当組合就業規則による。
【待　　遇】　昇給・賞与有り・交通費規程内支給・退職金制度・制服貸与・その他当組合規程による。
【勤務場所】　当組合管轄地区内（本店または支店・事業所）
【応　　募】　マイナビ（右記ＱＲコード）にて当組合へエントリー後、
　　　　　　応募書類を郵送してください。
　　　　　　市販の履歴書に写真を添付し必要書類を同封し、ほくさい農協本店
　　　　　　人事課へ郵送（簡易書留）もしくは持参して下さい。
　　　　　　封筒の表に「応募書類在中」と朱書き下さい。

【必要書類】　来春新卒見込者　　①履歴書　②卒業見込証明書　③成績証明書
　　　　　　既卒者　　　　　　①履歴書　②卒業証明書　③職務経歴書

【申込期限】　令和２年７月27日（月）必着（消印有効）　尚、応募書類は一切返却致しません。
　　　　　　※応募にあたり提供いただいた個人情報は、採用の可否並びにこの職員募集に関して
　　　　　　　必要となる通知・連絡等についてのみ利用するものとします。

【選考方法】　1次　書類選考　　2次　筆記試験　　3次　面接試験
　　　　　　書類選考の上追ってご連絡致します。

【試験実施】　令和２年８月20日（木）　受験案内を、書類選考後マイナビにてご案内します。
【問合せ先】　ほくさい農業協同組合　企画管理部 人事課
　　　　　　〒348-8513　埼玉県羽生市東７丁目15番地３
　　　　　　電話：048-561-6911　 https://jahokusai.jp/

【 令和３年度 新採用職員募集要項 】

農
業
機
械
の
（
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）

盗
難
に

ご
注
意
を
！

被害防止のためのポイント
☆エンジンキーは車体に置いたままにせず、必ず持ち帰りまし
ょう。
☆田畑や農道、ハウス等の住居から離れた場所に放置しない
ようにしましょう。
☆農業機械は施錠できる倉庫等に保管しましょう。

羽生警察署
より

お知らせ

　トラクターや刈払機の盗難被害は、県北
部をはじめ県内各地で発生しています。
　農業従事者の皆さんは、被害に遭う前に
万全な防止策を講じてください。

　盗難に遭った場合は、速やかに最寄りの警察署に届けてください。また、
被害回復を図るため、農機具の車体番号、型番等の特徴を記録しておきま
しょう。
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い
ち
じ
く
の
新
梢
管
理

　

5
月
に
入
る
と
、
い
ち
じ
く
の

枝
葉
が
成
長
し
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
に
適
切
な
新
梢
管
理
を

行
う
こ
と
で
、
よ
い
果
実
が
取
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
実
践

し
ま
し
ょ
う
。

【
新
梢
管
理
】

　

新
梢
管
理
に
は
、
芽
か
き
と
新

梢
誘
引
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
目
的
と
方
法
を
ま
と
め
ま
し
た
。

芽
か
き

　

新
梢
が
出
そ
ろ
っ
て
き
た
頃
に

芽
か
き
を
行
い
ま
す
。
芽
か
き
の

目
的
は
①
養
分
の
無
駄
な
消
耗
を

抑
え
、
残
っ
た
枝
の
初
期
成
育
を

促
す
こ
と
、
②
果
実
に
日
照
を
届

き
や
す
く
し
、
果
実
品
質
を
向
上

（
色
づ
き
、
糖
度
）
さ
せ
る
こ
と
、

③
生
育
の
揃
っ
た
芽
を
残
す
こ
と

で
、
樹
勢
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
さ

せ
る
こ
と
で
す
。

新
梢
誘
引

　

新
梢
の
葉
が
6
枚
ほ
ど
展
開
し

た
頃
に
誘
引
を
行
い
ま
す
。
誘
引

の
目
的
は
①
果
実
の
着
色
促
進
、

②
風
に
よ
る
ス
レ
果
発
生
防
止
等

で
す
。

【
定
植
一
年
目
の
管
理
】

　

新
梢
の
葉
が
３
、４
枚
展
開
し

た
頃
に
、
主
枝
候
補
と
な
る
新
梢

を
残
し
ま
す
。
主
幹
に
対
し
て
発

生
角
度
が
広
い
新
梢
を
残
し
ま
す

（
図
１
）。
誘
引
時
に
生
育
の
揃
っ

た
新
梢
２
本
に
絞
り
、
図
２
の
よ

う
に
誘
引
し
ま
す
。
枝
が
太
く

な
っ
た
際
に
、
紐
が
く
い
込
ま
な

い
よ
う
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
縛
り

ま
す
。

【
定
植
二
年
目
の
管
理
】

　

か
き
取
る
新
梢
は
①
混
み
合
っ

て
い
る
箇
所
の
新
梢
、
②
生
育
の

悪
い
新
梢
、
③
主
枝
の
背
中
側
か

ら
発
生
し
て
い
る
新
梢
、
④
主
幹

か
ら
で
て
い
る
新
梢
で
す
。
特
に

主
幹
や
主
枝
の
背
中
側
か
ら
発
生

し
て
い
る
新
梢
は
、
枝
が
強
く
な

り
や
す
い
た
め
、
な
る
べ
く
早
く

取
り
除
き
ま
す
。
残
す
芽
と
し
て

は
、
横
～
斜
め
下
向
き
の
芽
を
残

し
ま
す
。そ
の
際
は
、生
育
の
揃
っ

た
も
の
を
残
し
ま
す
。

　

た
だ
、
主
枝
先
端
部
は
主
枝
延

長
の
た
め
に
、
横
か
ら
斜
め
上
向

き
の
芽
を
残
し
ま
す
。

　

誘
引
は
側
枝
間
隔
が
45
～
50
㎝

に
な
る
よ
う
に
行
い
ま
す
（
図

３
）。
こ
の
時
点
で
不
要
な
新
梢

は
取
り
除
き
ま
す
。

S
━

G
A
P
評
価
農
場

増
加
中

　

G
A
P
（Good A

gricultural 

Practice

：
農
業
生
産
工
程
管

理
）
と
は
、
農
業
に
お
い
て
、
食

品
安
全
、
環
境
保
全
、
労
働
安
全

等
の
持
続
可
能
性
を
確
保
す
る
た

め
の
生
産
工
程
管
理
の
取
組
で

す
。

　

S
─

G
A
P
は
、
G
A
P
の
１

つ
で
埼
玉
県
が
独
自
に
定
め
ま

し
た
。
県
内
で
は
、
こ
れ
ま
で

5
9
4
経
営
体
が
、
S
─

G
A
P

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
う
ち

56
経
営
体
が
加
須
農
林
振
興
セ
ン

タ
ー
管
内
で
す
。

　

G
A
P
の
実
施
は
生
産
性
の
向

上
、
労
働
安
全
の
向
上
、
農
業
者

自
身
や
従
業
員
の
経
営
意
識
の
向

上
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
効
果
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
こ
そ
、
労
働
安
全
S
─

G
A
P
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
加
須
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
定
植
三
年
目
以
降
の
管
理
】

　

結
果
母
枝
（
以
前
の
結
果
枝
）

か
ら
発
生
す
る
結
果
枝
は
一
本
と

し
、
外
芽
（
下
側
か
ら
発
生
し
た

芽
）
を
残
し
ま
す
（
図
４
）。
新

梢
誘
引
は
二
年
目
の
時
の
よ
う
に

行
い
ま
す
。
た
だ
、
主
枝
延
長
を

行
わ
な
い
場
合
は
、
延
長
枝
を
置

か
な
く
て
よ
い
で
す
。

加
須
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
支
援
部

☎
０
４
８
０

－

６
１

－

３
９
１
１

農作業安全はＳ-ＧＡＰで取組みましょう。まずは当センターまでご相談ください。

図１．主枝候補の新梢
（「いちじくの作業便利帳」より抜粋）

図２．1年生樹の樹姿

　図３．２年生樹の樹姿

　S-GAPチラシ

図４．結果母枝の新梢
（「いちじくの作業便利帳」
より抜粋）

40～50㎝

先端部の強すぎ
る新梢はバラン
スが悪いので使
わない

先端部に比較的
揃った新梢が２
本あれば、それ
を使う

｝

主枝延長枝

結果枝 果実

主枝

主幹支柱

主枝 結果母枝

結果枝
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田植えシーズンが始まりました
　４月中旬から北川辺地区で田植えが始まりました。
　株式会社おぐらライスでは15日からスタート。この日植えたのはあきたこまちです。

　小倉祐一代表取締役は「育苗期間は寒暖の差が激し
く、浸種や催芽の温度管理に細心の注意を払いました。
ここ数年猛暑による品質の低下が叫ばれていますが、
深耕したり、土づくりを工夫したりするなどしてあた
り前になりつつある猛暑に対応していきたい。」と意
気込みを話しています。
　同社では、このほかコシヒカリや彩のきずななど合
計43㌶を栽培しており、すべて植え終わるのは６月
初旬になる見込みです。

梨の授粉作業～加須市騎西梨撰果所利用組合～
　３月下旬から管内の梨農家で「花掛け」とよばれる梨の授粉作業が
始まりました。
　作業は細い棒の先に綿毛がついた「梵天」と呼ばれる道具で一花ず
つ丁寧に行います。暖冬の影響で生育が進み、例年より10日程度早
いスタートとなりました。
　加須市騎西梨撰果所利用組合の加藤正夫さんは、「今冬は暖かい日
が多く、剪定を行う際も着るものが一枚少なくて済むほど。この作業
もだいぶ前倒しにとは思っていたが、まさか３月中に始めるとは。
50年栽培する中でも初めて。」と驚いていました。
　「この分なら撰果所の稼働も７月中になるのでは。」と予想する加藤
さん。「私たちの梨を待っていてくれるお客さまのために、今年も美
味しい梨に育てたい。」と意気込みを話しています。

授粉作業を行う加藤さん

当組合ホームページでは、ニュースストーリー（９～11頁）に掲載の写真がカラーでご覧いただけます。

ご注意ください！お米の盗難が発生しています

　２月下旬から３月上
旬にかけて、県東部で
自宅敷地内に保管して
いた米を盗まれる被害
が多発しました。

〇 〇 〇　被害を防ぐために　〇 〇 〇

倉庫から離れる
時は出入り口を
施錠

倉庫の扉は２ヶ
所以上施錠

倉庫のカギは自
宅内で保管

倉庫周辺には防
犯センサーや防
犯カメラを設置

「あきたこまち」を植える小倉代表取締役
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母の日用カーネーションの出荷が始まりました
　川里花き出荷協議会で、５月10日の母の日に向けたカーネーショ
ンの出荷が４月中旬から始まりました。
　今シーズンは暖冬の影響で生育が進み、開花調整に特に気を遣った
とのことです。
　出荷のピークは４月下旬からゴールデンウィークにかけて。3.5号
のポットから８号鉢までの彩り豊かなカーネーション約30種45万鉢
を全国の市場に出荷します。
　約15,000ポットを栽培する荒川了久さんは、「新型コロナウイル
スの影響で世の中が暗くなっている。私たちのカーネーションで少し
でも明るい気もちになっていただければ。」と話しています。

行田中央支店の柴嵜検査員が４位入賞～農産物鑑定会～
　２月18日にさいたま市の全農埼玉県本部で「令和元年度農産物鑑
定会」が行われ、行田中央支店の柴嵜秀光検査員が４位に入賞しまし
た。
　県内の14ＪＡから集まったのは、農産物検査員の資格を持つ職員
26名。県米麦改良協会や中央会等の役職員が見守る中、水稲うるち
玄米等の等級や銘柄判定で腕前を競いました。
　柴嵜検査員は「入賞できてうれしいです。今後も鑑定技術を磨き、
適正な検査を行っていきたいです。」と話しています。

羽生市丸系八つ頭栽培組合がＳ－ＧＡＰを取得
　羽生市丸系八つ頭栽培組合がＳ－ＧＡＰ実践農場の集団評価を受けました。
　３月16日に同市内で交付式が行われ、大谷高雄組合長が加須農林振興センター
の根岸喜代志所長（当時）から評価書を受け取りました。
　組合員は全部で８名。栽培した芋は市内のスーパーなどで販売するほか、同市の
学校給食にも提供しています。昨年も11月と12月に合計140㌔を納品しました。
煮物として出される八つ頭は、残菜率も少なく子供達に人気のおかずだそうです。
　「これをきっかけに面積と知名度の向上を目指したい。また、栽培技術を磨きさ
らに美味しい芋を消費者に届けたい。」と大谷組合長は話していました。

管内産「あやひかり」を使った
「ざるうどん」が売れ行き好調

　管内産小麦を使用した「ざるうどん」が販売されています。
　製造・販売するのは越谷市の株式会社クリタエイムデリカです。
使用する小麦を昨シーズンから管内産「あやひかり」に変更したと
ころ、「麺が格段に美味しくなった」と取扱店からも好評で、売上
数量が約20㌫アップしたそうです。
　３月１日から開始した今シーズンの売り上げも好調で、３月から
５月末までは「ごまだれ」、６月から９月までは「めんつゆ」に切り替え、首都圏を中心とした百貨店やスーパ
ーなどに「ＪＡほくさいマーク」をつけたパッケージで出荷されています。見かけた際は、ぜひご賞味ください。

出荷の準備をする荒川さん

鑑定に挑む柴嵜検査員

根岸所長から評価書を受取る
大谷組合長㊧
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女性部南河原支部で健康で風土にあった食生活研修会
　ＪＡ女性部南河原支部（齋藤智子部長）は、２月25日に南河原公
民館で健康で風土に合った食生活研修会を開きました。
　18名が参加して調理したのは全６品。人参のきんぴらはエーコー
プ商品の「ほめられ酢」のみで炒め、素材の甘みを生かした一品に仕
上げました。
　また、「塩こうじパウダー」を使ってのチキンと大根の塩こうじ煮は、
麹の効果で鶏肉がとても柔らかく煮えており、お年寄りでも食べやす
いと好評でした。

加須カントリーエレベーターに米のＰＲシートを設置
　ＪＡでは、加須カントリーエレベーターの壁面にＰＲシートを設置しました。
　地域住民に県産米をＰＲすることで、米の消費拡大や農業者の所得
増大に繋げることが目的です。
　描いた文言は「利根川のめぐみ　ほくさいのお米」です。また、子
供達にも親しんでもらえるようにとＪＡグループ「みんなのよい食プ
ロジェクト」のマスコットキャラクター「笑味ちゃん」もあわせて描
きました。
　お孫さん２人を連れて見学に訪れた同市大越の武正利次さんは「こ
の地域にぴったりな言葉。イラストもかわいい。」と話していました。

劇団四季「ライオンキング」に感動
～行田地区ふれあいバス旅行～

　２月20日に行田地区ふれあい日帰りバス旅行が行われ、同地区から55名が参加しました。
　今回の目的は劇団四季のミュージカルの観劇。日本通
算上演回数11,000回を超え、前人未到の無期限ロング
ランを続ける「ライオンキング」を鑑賞しました。
　Ｓ席で鑑賞する作品は迫力満点。役者の美しい声の響
きや声量に驚くとともに、リアルに再現された動物たち
の動きに大感激しました。
　また、ヒルトン東京お台場でのランチバイキングでは、
テーブルいっぱいに並んだ多種多彩なメニューと東京湾
を見渡せるパノラマビューに大満足した一行でした。

ハウスナス出荷開始
～加須市騎西園芸組合～

　加須市騎西園芸組合で、２月下旬からハウスナスの出荷が始まりました。
　同組合は約1.4㌶でラクロを８名、式部ナスを５名で栽培しており、５月初旬
から６月下旬の出荷のピークには１日約350㌜（１㌜５㌔）を集荷します。
　梓澤實組合長は「暖冬の影響で作柄はすこぶる良好。栽培管理に細心の注意を
払うことで、この品質をシーズン終盤まで保って行きたい。」と話しています。
　今シーズンの出荷目標は120㌧。７月上旬まで県内や都内の市場に出荷します。

ナスを収穫する梓澤組合長

カントリーエレベーターを眺める武正さん家族
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観 福 寺
南河原石塔婆
行田市南河原1500-1

　南河原地区は、源平合戦の「生田の森（兵庫県神戸市）」で
の合戦で勇ましく戦った河原太郎高直・次郎忠家（「平家物語」
では盛直）兄弟の故郷です。
　同寺の境内には、彼らの供養塔であるとも伝えられている２
基の大型板碑があります。（※真偽は不詳といわれています。）
　これらは珍しい図像板碑で、文応２年（1261年）銘の板碑
には阿弥陀三尊像が、文永２年（1265年）銘の板碑には地蔵
菩薩などが線刻されています。
　また、江戸時代後期に松平定信が編集した「集古十種」や同
幕府が編纂した「新編武蔵風土記稿」などにも紹介されており、
「南河原石塔婆」という名称で国の史跡にも指定されています。

身近な地域の名所をご紹介します
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懐
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南河原石塔婆

本堂
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ま
で
は
、
相
続
人
は
単
独
で
払
戻

し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
（
2
0
1
6

年
12
月
19
日
最
高
裁
大
法
廷
決

定
）。
こ
の
た
め
、
相
続
人
は
生

活
費
や
葬
儀
費
用
の
支
払
い
に
窮

す
る
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
2
0
1
9
年
７
月
１

日
施
行
の
改
正
相
続
法
で
は
、
各

共
同
相
続
人
は
、
被
相
続
人
の
預

貯
金
の
う
ち
、
法
定
相
続
分
の
１

／
３
相
当
額
で
、
か
つ
、
法
務
省

令
で
定
め
る
一
定
金
額
（
１
金
融

機
関
当
た
り
上
限
1
5
0
万
円
）

に
つ
い
て
は
、
家
庭
裁
判
所
の
手

続
き
を
経
る
こ
と
な
く
、単
独
で
、

金
融
機
関
の
窓
口
に
お
い
て
、
払

戻
し
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

（
あ
な
た
の
場
合
）
定
期
貯
金

1
2
0
0
万
円
×
1
／
2
（
法
定

相
続
分
）
×
1
／
3
＝
2
0
0
万

JAほくさい顧問弁護士
  長島法律事務所
弁護士  長島佑享氏

法
律
相
談

＆

Ａ

Ｑ

②「
他
人
の
事
業
用
資
金
借
り
入
れ
の
保
証
人
と
な
る
に
は

―
公
証
人
に
よ
る
保
証
意
思
の
確
認
必
要
」

①「
遺
産
分
割
前
の
相
続
貯
金
の
払
戻
し
は
？

―一定
額
ま
で
は
単
独
で
払
戻
し
可
能
に
」

母
が
死
亡
し
ま
し
た
。
遺
産

は
、
建
物
と
J
A
の
貯
金
２
口

（
定
期
貯
金
1
2
0
0
万
円
、

普
通
貯
金
90
万
円
）
で
す
。
相

続
人
は
私
A
と
弟
B
の
2
人
で

す
。
遺
産
の
分
割
が
揉
め
て
い

る
の
で
す
が
、
亡
母
の
貯
金
か

ら
葬
儀
費
用
等
を
支
払
う
方
法

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

私
Ａ
は
、
義
兄
か
ら
義
兄
が

経
営
す
る
Ｂ
会
社
が
金
融
機
関

か
ら
事
業
資
金
を
借
り
入
れ
る

に
当
た
り
、
そ
の
保
証
人
に
な

る
こ
と
、
お
よ
び
公
証
役
場
へ

行
っ
て
保
証
意
思
の
確
認
を
受

け
る
よ
う
頼
ま
れ
ま
し
た
。
な

ぜ
、
保
証
意
思
の
確
認
が
必
要

で
す
か
。

会
社
や
個
人
事
業
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が
金
融
機

関
等
か
ら
事
業
資
金
を
借
り
入
れ

る
際
に
、
そ
の
事
業
に
関
与
し
て

い
な
い
、
親
戚
や
友
人
等
の
第
三

者
が
安
易
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と
な
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日
多
額
の
債
務
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さ
れ
る
と
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う
事
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と
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し
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。

そ
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事
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る
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、
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０
２
０
年
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さ
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改
正
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法
で
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事
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が

事
業
資
金
を
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り
入
れ
る
際
に
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そ
の
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証
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公
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に
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意
思
の
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な
け
れ
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な
ら
な
い
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し
ま
し
た
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法
４
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６
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し
た
が
っ
て
、
義
兄
が
経
営
す

る
Ｂ
社
が
金
融
機
関
か
ら
借
り
入

れ
る
事
業
資
金
の
借
入
金
債
務
に

つ
き
、
Ａ
が
そ
の
保
証
人
と
な
る

た
め
に
は
、
公
証
人
に
よ
る
保
証

意
思
の
確
認
手
続
（
保
証
意
思
宣

明
公
正
証
書
の
作
成
）
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
保
証
意
思
の
確
認
手
続
き

で
は
、
公
証
人
か
ら
保
証
人
に
な

ろ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
保
証
意

思
を
有
し
て
い
る
か
、
保
証
し
よ

う
と
す
る
主
債
務
の
具
体
的
な
内

容
を
認
識
し
て
い
る
か
、
保
証
す

る
こ
と
で
自
ら
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
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の
あ
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と
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て
い
る
か
、
主
債
務

者
の
財
産
や
収
支
の
状
況
に
つ
い

て
主
債
務
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
情

報
を
受
け
て
い
る
か
、
な
ど
の
確

認
が
な
さ
れ
ま
す
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そ
し
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証

意
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付
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。
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よ
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②

①

②
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／
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／
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0
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万
円
＝

2
1
5
万
円

2
1
5
万
円≧

1
5
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万
円

こ
の
計
算
の
と
お
り
、
法
定
相

続
分
（
1
／
2
）
の
1
／
3
の
額

の
合
計
は
2
1
5
万
円
と
な
り
ま

す
が
、
法
務
省
令
に
よ
り
、
１
つ

の
金
融
機
関
か
ら
払
戻
し
を
受
け

ら
れ
る
額
は
1
5
0
万
円
ま
で
と

制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
結
論
と

し
て
あ
な
た
が
J
A
か
ら
払
戻
し

を
受
け
ら
れ
る
額
は
1
5
0
万
円

と
な
り
ま
す
。

こ
の
払
戻
の
た
め
に
は
、
あ
な

た
が
J
A
の
窓
口
で
J
A
所
定
の

請
求
手
続
き
を
す
れ
ば
足
り
、
弟

さ
ん
の
同
意
を
得
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
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二重マスの文字を
A ～ E の 順 に 並
べてできる言葉は
何でしょうか？
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❶
端
午
の
節
句
に
食
べ
る
和
菓
子

❷
損
の
反
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❸
あ
の
人
、
い
い
人
な
ん
だ
け
ど
、

―
―
多
い
ん
だ
よ
な
あ

❹
邦
画
で
は
あ
り
ま
せ
ん

❻
シ
オ
マ
ネ
キ
や
ガ
ザ
ミ
は
こ
の
仲

間❾
馬
具
の
一
つ
。
足
を
掛
け
ま
す

❿
春
の
大
型
―
―
を
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

イ
ー
ク
と
い
い
ま
す

⓫
ク
ラ
ブ
―
―
、
救
援
―
―
、
―
―

写
真

⓭
与
党
と
対
立
す
る
こ
と
が
多
い

⓮
た
く
と
良
い
香
り
が
し
ま
す

⓰
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
主
に
こ
の
部
分

を
食
べ
ま
す

〈
応
募
の
方
法
〉

・
ハ
ガ
キ
に
答
え
、住
所
、氏
名
、年
令
、

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、〒
３
４
８
ー

８
５
１
３　

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い
営
農
部
営
農

販
売
課
宛
送
付
（
住
所
の
記
入
は
不
要

で
す
）、
ま
た
は
各
支
店
窓
口
へ
お
出
し

く
だ
さ
い
。
な
お
、
郵
送
し
て
い
た
だ
く

場
合
は
、
令
和
元
年
10
月
１
日
よ
り
通

常
は
が
き
の
郵
便
料
金
が
63
円
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
応
募
の
際
、
ご
意
見
、
本
誌
へ
の

ご
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
く
だ
さ

い
。
中
か
ら
「
ほ
く
さ
い
」
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
締
切
は
令
和
２
年
６
月
末
日
到
着
分

ま
で
。

・
正
解
者
に
は
抽
選
に
よ
り
賞
品
を
お

贈
り
し
ま
す
。

（
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
：
こ
の
応
募

用
紙
は
抽
選
と
商
品
発
送
お
よ
び
ご
意

見
掲
載
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し

ま
せ
ん
）

〈
４
月
号
の
答
〉

　

ホ
タ
ル
イ
カ

タ
テ
の
カ
ギ

❷
知
事
選
の
期
日
前
―
―
に
行
っ
て

き
た

❺
耳
は
聴
覚
、
鼻
は
嗅
覚
、
目
は

❼
ゾ
ウ
や
ラ
イ
オ
ン
を
数
え
る
と
き

に
使
う
言
葉

❽
大
き
な
口
を
持
つ
爬
虫
（
は
ち
ゅ

う
）類

❾
往
年
の
ヒ
ッ
ト
曲
『
―
―
の
ハ
ワ

イ
航
路
』

⓫
武
者
人
形
は
か
ぶ
っ
て
い
る
こ
と

が
多
い

⓬
茶
畑
で
行
う
収
穫
作
業

⓮
数
え
年
70
歳
の
お
祝
い
で
す

⓯
ア
シ
カ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
よ
り
大
き

な
海
獣

⓰
飛
行
機
で
物
を
運
ぶ
こ
と

⓱
田
畑
を
耕
す
農
耕
機
械

☆
中
村　
賢
一
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
山
口　
逸
雄
さ
ま
　（
行
　
田
）

☆
長
澤　
莉
子
さ
ま
　（
川
　
里
）

☆
楢
原　
重
子
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
市
村
よ
し
江
さ
ま
　（
羽
　
生
）

☆
小
林　
宏
子
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
小
熊　
充
代
さ
ま
　（
加
　
須
）

☆
増
田
富
士
子
さ
ま
　（
騎
　
西
）

☆
福
田
恵
美
子
さ
ま
　（
北
川
辺
）

☆
塚
越
千
枝
子
さ
ま
　（
大
利
根
）

　

田
植
え
シ
ー
ズ
ン
到
来
！
忙
し
い
毎
日
が
始
ま
り
ま
し
た
ね
。

　

皆
さ
ま
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
当
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
も
う
ご
覧
い
た
だ
け

ま
し
た
か
。
担
当
者
（
と
作
成
業
者
）
が
約
１
年
を
か
け
て
作
り
上
げ
た
渾
身
の
サ

イ
ト
で
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
見
や
す
さ
を
重
視
し
て
お
り
、

弊
誌
ほ
か
に
も
お
得
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
手
軽
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
お
読
み
と
り
い
た
だ
き
、
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｋ
．
Ｄ

編
集
後
記

☆
３
月
号
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
当
選
者
は
次
の
10
名
で
す
。
ご

当
選
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ
グ
ッ
ズ
を
お
贈

り
い
た
し
ま
す
。

　

当
選
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
ち
ょ
き
ん
ぎ
ょ

グ
ッ
ズ
は
、
保
存
容
器
３
個
セ
ッ
ト
、
保

冷
温
バ
ッ
ク
、
ポ
ー
チ
、
通
帳
ケ
ー
ス
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
の
５
種
類
。

　

ど
れ
が
当
た
る
か
は
届
い
て
か
ら
の
お

楽
し
み
で
す
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
は
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
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ＪＡほくさい
ホームページ

　赤い果肉が特徴のクインシーメロ
ン。なめらかな口当たりと深みのあ
る甘さが特徴です。

　燦々とふり注ぐ太陽に恵まれた地
で育った有田みかんは、十分な日光
を浴びて甘く美味しく育ちます。

　ハウス内で丁寧に栽培された柔ら
かい果肉です。食べやすくゼリーの
ような食感が特徴で、冬ギフトに最
適な高級フルーツです。

　茨城県鹿島灘の温暖な気候の中、
美しい水と緑に恵まれた土地でみつ
ばち交配により栽培されるアンデス
メロン。全国でも屈指の品質と味を
誇ります。

　日当たりの良い園地と指定された
生産農家が食味を重視して育てまし
た。年明けまで木熟させたものを1
月に収穫し、１つ１つ手選別で箱詰
めしたこだわりの伊予柑です。

　すいかは昼と夜の温度差が大きい
ほどシャリ感に優れています。尾花
沢すいかは澄んだ空気、きれいな水、
自然の中で育った美味しいすいかで
す。

　豊かな自然環境と愛情で育てられ
た爽やかな美味しいりんごです。蜜
入りは熟度が進んだりんごの証で完
熟の目安といわれています。

　清見オレンジとポンカンを交配し
て作られた品種である不知火（しら
ぬい）。その中から甘みと酸味のバ
ランスが良く、果汁が豊富等の一定
の基準を満たした高品質のもののみ
がデコポンとなります。

四季折々の自然の恵みをご用意いたします
お申込み・詳細については各支店窓口にお問い合わせ下さい

５月上旬

12月中旬

８月上旬

２月中旬

６月上旬

１月下旬

12月中旬 12月中旬

◇熊本県産

◇愛媛県産

◇和歌山県産

◇茨城県産

◇愛媛県産

◇山形県産

◇愛媛県産

◇青森県産

ア
ン
デ
スメ

ロ
ン

蔵
出
しい

よ
か
ん

尾
花
沢
す
い
か

デ
コ
ポ
ン

サ
ン
ふ
じ

　（
蜜
入
り
り
ん
ご
）

ク
イ
ン
シ
ー

メ
ロ
ン

紅
ま
ど
ん
な

有
田
み
か
ん 旬

いちばん美味しいのは

です


